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研究成果の概要（和文）：本研究は、現代インドで急速に成長するメガ・リージョンの特徴について考察した。デリー
大都市圏とその周辺地域におけるフィールド調査により、インドのメガ・リージョンは、個々の大都市圏を超えた存在
であり、産業集積、都市化の経済の機能空間、中間層の消費空間として重要な役割を果たしていることが明らかになっ
た。しかしながら、このようなメガ・リージョンの成長はインドの西部に偏っており、今後、全国的な地域格差の拡大
をもたらすことが懸念される。

研究成果の概要（英文）：The research examined the characteristics of Mega-Regions which have rapidly 
grown in contemporary India. Our field survey in Delhi metropolitan region and its surrounding areas 
clarified that Indian Mega-Regions which are beyond individual metropolitan areas play an important role 
as industrial clusters, functional spaces of urbanization economy and consumption spaces of middle 
classes. The growth of Mega-Regions has been concentrated to the western part of India. Therefore it is 
expected to widen regional disparities.

研究分野：人文地理学
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１．研究開始当初の背景 
(1) 近年、インドはグローバル化の中で急速
な経済成長をとげている。このようなインド
の発展は、BRICs の一員とされるように世界
的に高く評価され、多くの注目を浴びている。
しかし、そこにいくつかの問題が存すること
も事実である。社会階層間の格差の拡大だけ
でなく、地域間に大きな格差が生じ、しかも
それが拡大していることが問題視されてい
る。これは、国内で地域主義的傾向が強く、
独立後長く地域間の均衡を重視してきたイ
ンドにとって、国家の存立にも関わる重大問
題であると考えられる。 
(2) 近年のインドの地域格差に関する議論
は、専ら州を単位とした全国スケールでの定
量的な研究によってなされてきた。このよう
な州レベルの検討は地域格差拡大のメカニ
ズムに迫るには不十分といえよう。究明され
るべきは、このような地域格差拡大を生じて
いる空間構造再編のあり方である。 
(3) 現代インドでは、経済成長の下でナショ
ナル、リージョナル、ローカル、様々なスケ
ールで空間の再編が進んでいる。特に注目さ
れるのは、急速な大都市の発展、産業集積の
発展、都市農村間の結合の強化、都市ネット
ワークの発展などであり、これまでの都市／
農村の分断構造から、大都市を核とした求心
的な空間構造（中心・周辺構造）に移行しつ
つあるとみられる。しかしながら、インドの
大都市については、研究が少ない。外国資本
等による産業集積の形成と中間層の拡大な
どにより郊外空間が急速に発展し、大都市が
急速に拡大している現状をふまえると、経済
成長の原動力となっている空間を、大都市よ
りも、大都市を核としたより広域の集積地域
で捉えることが適切と思われる。そこで、本
研究では、メガ・リージョンという新たな空
間概念にもとづき、インド経済発展の空間的
基盤に迫ることにした。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究では、上記の問題意識から、現代
インドのメガ・リージョンに焦点をあて、そ
こでの空間構造の特徴とそれにともなう地
域の経済社会変動を把握し、最終的にインド
の経済発展を支える空間的な基盤を明らか
にすることを目的とする。 
(2) 現代インドにおいてメガ・リージョンと
いう空間を重視する意義は以下の通りであ
る。経済水準の格差が大きく、交通インフラ
の未整備な状況では、経済発展に資する地域
的集積の意義がきわめて大きい。しかも、そ
のような集積は都市開発等々の新たな市場
を生み、また発展の礎となるイノベーション
を創出することになり、集積がさらなる集積
を呼ぶことになる。このような動きは、既存
の大都市を拡大させるだけでなく、それらが
連坦した広域の集積地域を出現させ、その意
義を強めていく。 
(3) このような認識に立ち、①インドにおけ

るメガ・リージョンの存在形態を夜の光量デ
ータや統計資料を用いて把握したうえで、②
メガ・リージョンの内部構造を産業集積（工
業、IT 産業、大規模小売業）、都市空間（住
宅・オフィス開発、郊外農村の都市化、地域
ガバナンス）、イノベーション創出（人材供
給、研究開発）の 3点から検討し、地域の経
済社会変動（発展）やナショナル、グローバ
ルな変動と関連づける。③メガ・リージョン
の地域的波及構造をみるために、後背地空間
をとりあげ、商業的農業、観光開発、流通シ
ステムなどから検討を行う。 
(4) 主たる調査地域は、「デリー＝ラホール」
地域である。この地域は、首都デリーの大都
市圏から、ハリヤーナー州、パンジャーブ州
を経て、国境に接するパキスタンのラホール
に至る地域である。選択の理由は、インドの
メガ・リージョンの中でも人口 1億 2千万人
を数える最大集積であり、州別にみても最も
経済的な水準の高い州から構成されること、
中核となるデリーについて上述したように
これまでに一定の研究蓄積を有することが
あげられる。 
 
３．研究の方法 
(1)本研究では、メガ・リージョンの実態把
握に関わる重要事項について、それらを専門
とする研究者を組織し、調査研究を進める。
すなわち、①メガ・リージョンの全体構造、
②産業集積の発展と構造、③都市空間の発展
と構造、④後背地空間への波及構造の 4つの
領域に分けて研究する。 
(2)①メガ・リージョンの全体構造について
は、形成・発展とその構造的特質を把握する
ため、GIS を用いてその広がりや形態を統計
資料等により分析するとともに、他方、全国
的な都市システムなどナショナルなスケー
ルの中に位置づけ機能的連関を見る。②産業
集積の発展と構造は、メガ・リージョン形成
の重要な基盤として、工業と ICT 産業に注目
し、その立地状況と経済発展との関連を考察
する。人的資源開発やイノベーションも分析
対象とする。他方、消費市場としての重要性
から大規模小売業の展開の実態も検討し、都
市開発と関連づける。③都市空間の発展と構
造では、大都市内部と郊外地域に分けて大都
市の構造変動を把握するとともに、都市化地
域のガバナンス（統治）の変化、郊外農村の
都市化と社会変動に焦点を当て、地域社会の
特質を明らかにする。メガ・リージョンはそ
の経済的集積の大きさから周辺の後背地域
にも大きな影響を与える。地域格差の大きい
インドの場合、このような波及効果の検討が
重要である。 
 
４．研究成果 
(1) 本研究は、現代インドの経済発展を促進
し、その一方で地域格差問題をもたらしてい
る空間構造の特質を、大都市を越えた広域集
積地域としてのメガ・リージョンに焦点を当



てて考察するものである。 
(2) 現代インドでは、急速な大都市の発展、
産業集積の発展、都市農村間の結合の強化な
どの空間的変化がみられ、産業集積の発展と
中間層の増加により郊外空間も急速に拡大
している。こうした状況からみると、経済成
長を牽引する単位である「中心」は、単体の
大都市よりも、それらを核としたより広域の、
都市集積＋産業集積として捉えることが適
切と思われる。この空間こそがここで注目す
るメガ・リージョンである。メガ・リージョ
ンは、都市群とそれらの周辺の郊外地域が一
体となった多核心的な集積であり、そこでは
労働力と資本がきわめて低コストで再配分
される。 
(3) インドではメガ・リージョンとして３地
域が想定される。「パンジャーブ＝デリー」、
ムンバイー＝プネー」、「バンガロール＝チェ
ンナイ」であるが、それらの比較考察により
「パンジャーブ＝デリー」は最も面積が狭い
が最も人口密度が高くまた都市化も進んで
いて、メガ・リージョンとしての実質を持つ
ことが判明した。それゆえ、「パンジャーブ
＝デリー」を主たる対象地域として、実証的
研究を進めた。 
(4) その結果、以下の点が明らかとなった。 
 ①メガ・リージョンは、次のような独自の
構造と機能をもつと想定できる。それは異な
る業種が集まることから生ずる都市化の経
済とともに、産業集積において同一業種が集
中することから生ずる地域的集中(局地化)
の経済を併せ持つ。また、集積の経済にとど
まらず地理的分散の利益も存する。企業は、
集積の経済に依存する先端部門だけでなく、
生産拠点までをもメガ・リージョン内部に立
地させ、土地取得費や労働費の節約によって
効率のよい分業体制を構築する。経済自由化
後の工業化の中心を担う民間部門は、このよ
うなメガ・リージョンへの立地指向を強めて
いる。それゆえ、メガ・リージョンの成長は
今後も続き、国内の地域格差問題が深刻化す
ることが予想される。 
②メガ・リージョンは低開発地域にも影響を
与えていることが明らかとなった。北部イン
ドのウッタラーカンド州の大部分は山岳地
域であり、零細な農業を中心とする低開発地
域であった。2000 年の州独立後、経済自由化
の中で、ウッタラーカンドの工業化は急進展
する。地理的分散の利益を目的とした生産拠
点の立地である。中央政府により特別カテゴ
リー州として優遇され、ヒマラヤ山岳地域向
けの産業政策が実施されたことが大きい。州
が意欲的に工業開発政策を実行した結果、山
麓部で大規模な工業開発が進行した。州内総
生産は大きく伸びた。この事例のように工業
化は低開発地域にも及んでいる。工業化の進
まない山岳地域の状況は、多くの「ヒンディ
ー・ベルト」諸州とも共通しており、国土の
均衡ある発展がこれからの国家的重要課題
となろう。 

(5) 以上のように、現代インドの空間構造は、
メガ・リージョンに代表されるように集積に
焦点を当てることが必要である。インドでは
経済的な地域格差が大きく、交通インフラの
整備も遅れているため、経済発展に資する建
造環境の意義がきわめて大きい。それを担う
のが都市集積としての大都市である。そのよ
うな都市は中間層を中心とする新たな消費
市場を生み出し、また発展の基礎となるイノ
ベーションをも創出する。そのため、集積は
さらなる集積を呼ぶことになる。このような
累積的動きは、既存の大都市を拡大させるだ
けでなく、複数の大都市（都市集積）を核と
して形成された産業集積群の領域的なネッ
トワークを出現させ、地域的分業と地域経済
循環の活発化によりその意義を強化する。こ
のようにして、メガ・リージョンが新経済空
間としての実体をもつようになるが、その一
方で、メガ・リージョンから離れた地域は停
滞を余儀なくされ、地域間の格差拡大と固定
化が大きな問題となるだろう。 
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